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綠の街　ベイタウン 　幕張ベイタウンは海を埋め立てたところ
に作られた街です。こんな街には昔からそ
の土地に合った（残った）植物というもの
がないので、何もない土地に好きな木や草
を植えることができました。そうしてでき
たのがベイタウンの街路樹や公園の緑で
す。専門家とはいえ人間が勝手に持ち込ん
だ植物ばかりですから、いわば外来種ばか
りでできた緑ということになります。
　ある通りはアメリカ原産の「フウ」の木
が並んだかと思えば、その隣にはサクラ通
りがあったりします。かと思えば学校の周
りの緑地公園は房総半島に多い、「クスノ
キ」「シイ」が茂り、その隣には針葉樹の「ヒ
マラヤスギ」がそびえていたりします。
　こんなに色々な木が勝手気ままに並ぶと
全く自然からはかけはなれた風景になるの
ですが、それでも四半世紀が過ぎ、同じ景
色を何年も見ていると、最近はこの奇抜さ
の中に美しさを感じたりもします。
　という訳で今年の６月号は「ベイタウン
の緑」の特集です。はなはだ手抜きのよう
な特集ですが、コロナ禍の中、一片の癒し
になれば幸いです。

（写真左上）セントラルパーク敷地内の「ケヤキ並木」の新緑。ベイ
タウンで最も美しい風景のひとつですが、この並木はセントラルパー
クの専有で管理も同管理組合が行っています。いわば打瀬住民はこ
の景色をタダで楽しませてもらっている訳です。
（写真左）打瀬１丁目公園を囲むモミジバフウとプラタナスの新緑。
１丁目公園の周りには大きな木が多く、緑の量が多い場所です。
（写真下）白帆通りの幼稚園予定地に生える茅（かや）。初夏の風に
一斉に茅がなびく美しい景色は平安の頃からあり、季語にも「茅花
流し」（つばなながし）という言葉があります。

（写真左）打瀬第１公園（打瀬小周
りの緑地）のクスノキ。樹形がよく
独立して立っているので強い存在感
があります。（写真上）同じ第１公
園のタブ。タブは房総半島の森を形
成する木です。この木は打瀬小歴代
の猛者が木登りをして楽しんだ木。

（写真左）バレンタイン通りの
トチノキ並木。この通りの街路
樹は両側すべてがトチノキで
「トチノキ通り」と名付けても
よい程ですが、近年は強風で枝
が折れることが多く、部分的に
欠けているのが残念。



主婦がつくった「防災マニュアル」

　「12 番街で防災マニュアルをつくってい
るので、ベイタウンニュースで取りあげ
て」。ちょっと驚きました。普通マンショ
ンの防災マニュアルというと、自治会の防
災担当係が「ひな形」にマンションごとの
状況を入れて編集、コピーして配布すれば
終わり（そこまでも行かない番街も多い）
ではないかと思いますが、今回はベイタウ
ンニュースに載せたいというのですから、
何か面白そうなことが起きているようで
す。「完成」のお知らせを待って、早速 5
月 11 日に 12 番街集会室へ向かいました。
　出迎えてくれたのは３人の女性でした。
ご年齢は失礼なので聞きませんでしたが、
子育てが終わったくらいのママさん世代と

　「天災は忘れたころにやってくる」。今年は東日本大震災から 10年、忘れるにはまだ早いの
ですが、毎日「いつ来るのか」と案じながら生活するのも大変です。災害について私たちは会
議や改まった席ではどう備えればよいのかを議論しますが、家に帰れば忙しい生活のなかでつ
い忘れてしまいます。どうするのがいいのか、そんなことを考えていたところ、いつもニュー
スでアドバイスを頂く山岸さん（12番街在住）から昨年末に連絡をいただきました。【松村】

いうところでしょうか。山岸さんが少し遅
れて来るとのことだったので、初対面の方
ばかりです。想定と違っていたので緊張し
ましたが、早速お話しを聞きました。
　防災マニュアルを制作したのは昨年度の
自治会役員の方たちでした。毎年、12 番
街自治会では広いテラス風の中庭でガーデ
ンパーティーをするのが恒例で、自治会
役員にはこの企画と実行が最大の仕事で
す。ところが昨年はコロナ禍でイベントは
中止になり、自治会は年間行事の柱を失い
ます。もともと 12 番街は自治会が管理組
合とは独立して運営されていて、女性参加
が盛んでした。更にこの年度の自治会役員
10 人は全員が女性です。子育ても終わり、

自分達も楽しめる面白い企画を考えようと
していた彼女たちにとって中止はちょっと
残念な出来事でした。しかし、このまま１
年間何もせずに自治会を終えることもでき
ません。
　「コロナ禍でもできるイベント、何かな
いかなぁ…」。そんな会話があったかどう
かは不明ですが、与えられた年間予算に見
合う活動をしようと彼女たちはネタ探しを
はじめます。最初は定番の防災用品や備蓄
品の購入も考えました。しかしこれらは各
家庭で個別に準備することが多く、無駄に
なる可能性があります。何よりも定番用品
の購入でせっかくの盛り上がる機会を逃す
のはもったいない。防災関係に限らず様々
な案を出し合っては検討する日がつづきま
す。
　こんなとき役に立ったのがスマホや携帯
などの情報機器です。10 人の女性自治会
役員は全員が LINE を使っていました。毎
日のように「こんなことやったらどう？」
と思いついたことを LINE で情報交換する
うち、メンバーのひとりが「主人がこん
なものを見つけた」といって出したのが
「2015 年版　パティオス 12 番街防災マ
ニュアル」です。「こんなのあったの？」。
6 年前に配布されていたとのことでした
が、全員「記憶にございません」。しかし、
よく見るとこのマニュアルには、災害が起
きたときの自治会、管理組合の活動、ベイ
タウン防災委員会の存在、避難場所のこと
など長年住んでいてもよく分からないこと
が書かれていました。
　まずはこれを基に 12 番街独自のハンド
ブック「防災ガイド」を作って全戸に配布
しよう！そして、「防災マニュアル」も内
容を精査して改訂しよう！意見はすぐにま
とまりました。
　「災害が起きたらどうするか。そのため
に防災マニュアルを早くつくろう」という
使命感でなく、「何か楽しいことをやろう
よ」という取り組みは男性から見るといか
にも不真面目かも知れませんが、この一種
破天荒なパワーが新しいものを創り出す
きっかけです。彼女達は一気に「防災学」
への関心を高め、行動を始めます。
この記事は２回のシリーズでお届けする予
定です。

　コロナ禍の中ですが、今年も第 28 回を
数える春のソフトボール大会が 4 月 18 日
（日）に美浜ふれあい広場　野球場で開催
されました。
　前日の大雨でグラウンド状況が悪化し、
開催が危ぶまれましたが、当日朝からの強
風が幸いして（？）グラウンドコンディショ
ンも回復し、合計７チームが参加して熱戦
を繰り広げました。
　今回もコロナ対策を万全にと、当日の体
温測定、除菌、そして試合中もマスク着用
など、徹底した対策を全面協力して頂いて
いるベイバスターズの皆さんのサポートで
行い、無事全試合を終えることができまし
た。感謝します。
　大会の優勝は、これまで 28 大会に出
場して７回優勝の圧倒的な強さを誇る
「Salute」。毎回チームワークが抜群で、子
ども達の応援が励みになっていました。準
優勝は前回同様、ベイパークより参加した
「B-Pams」。揃いのユニフォームにチーム
フラッグで大会を盛り上げて頂きました。
　ソフトボール大会は年間２回。次は秋の
大会です。秋の大会は 10 月 10 日（日）、

美浜ふれあい広場　野球場で開かれます。
　この大会はどなたも参加出来るように安
全面を配慮して柔らかいボール、スロー
ピッチング、試合時間も 40 分、６回まで
の形式で行われます。メンバーは女性１名
以上を入れた 10 名制で、中学生以上の男
女誰でも参加できます。。
　過去 15 チームが参加した大会も地域の
歴史同様、高齢化や転勤など減少傾向で
す。皆様の街区サークル等でチームを結成

コロナに負けるな　秋のソフトボール大会チーム募集

　完成した「防災ガイド」
「防災マニュアル」その他
防災資料一式を前に、取
材を受けてくれた前 12
番街自治会役員のみなさ
ん。前列左から内田さん、
山岸さん。後列左から羽
田野さん、織田さん、小
松さん。この他に出席で
きなかった役員さんが 5
人。合計 10 人でマニュ
アルを制作しました。

（写真上）優勝したチームSalute のみなさん
（写真右）準優勝のベイパークより参加した
チームB-Pams のみなさん。

して、是非ご参加下さい。問い合わせ・申
込みは下記メールまで。
大会運営　濱田哲史：tetsushi-hamada@
hotmail.co.jp



若葉地区　新街区、病院小学校

ベイパーク（住宅地区）
　一昨年４月、「クロスタワー＆レジデン
ス」（地上 37 階 497 戸）のオープンから
始まった若葉住宅地区。今年２月下旬に２
街区目の「スカイグランドタワー」（地上
43 階 826 戸）の入居が始まり、大型連休
あたりまで引越しのトラックが行き交って
いました。イオンスタイルでの買物客が増
え、レジの行列が長くなった気がします。
　これから先の開発では B-3 街区で３棟目
のタワーマンションの基礎工事が進行中で
す。地上 43 階 749 戸で、2024 年３月竣

工予定です。また B-5 街区の計画変更が昨
年秋発表されました。用地の道路側に看板
が立てられていましたが、シニアレジデン
ス（地上 28 階 534 戸＋介護居室 83 戸）
として今年の８月に着工し、2024 年７月
竣工予定です。有料老人ホームの他、飲食
店やクリニックなどが予定されています。
　シニア向け住宅と言えば、すでにクロス
タワーの街区にサービス付高齢者向け住宅
が昨年５月に開業しています。「オウカス
幕張ベイパーク」という 141 戸の賃貸住
宅で、幕張総合高校に面した８階の建物で

す。団塊の世代が 75 歳以上となる 2025
年を目前に控え、それ以降も高齢者の数は
2040 年ごろまで増える予測ですから、シ
ニア向け住宅の開発は必然と考えられま
す。オウカス、B-5 地区ともに新海浜病院
予定地のすぐ近くという好立地。高齢者に
はおあつらえ向きとも思いますが、救急病
院でもあるので、サイレンの音対策は必要
そうです。

小学校、市立病院
　これからの児童増を見込み、待望の小学
校が新設される方向で動き始めました。現
在この地区の子どもたちは打瀬小まで京葉
線をくぐる２つの横断歩道を渡って通学し
ていますが、同じ若葉地区なら交通事故の
心配は減ります。学校用地は幕張総合高校
東隣の更地約 5.3ha を新海浜病院と分け合
う（市議会の松井議員）とのこと。しかし、
具体的な計画や設定は策定中なので、どの
ように分けるかということも未定です。
　新海浜病院は若葉地区へ移転すること
で、施設・設備の一新だけでなく、現病院
（2.8ha）より広くなり、幹線道路の出入り
口からより近くなり、救急病院として利便
性が高くなるメリットがあります。2025
年開院を目指し、今年９月に基本計画と基
本設計作りが完了する段階なので、前述の
小学校の計画より一歩進んだ進捗状況とい
えます。

　新しい病院ができることを考えると、そ
の病院に対して様々な希望を抱きます。基
本的には地域中核病院なので、かかりつけ
医の紹介をもって受診する病院です。現在
の海浜病院は「周産期・小児・移行期の縦
長医療の実践」「高齢者医療・がん診療・
緩和・在宅診療支援」をビジョンとして掲
げています。例えばリスクの高い出産（持
病があったり、多胎児など）の妊婦の受け
入れや、小児救急にも力を入れています。
高齢者だけでなく、子育て世代にとっても
心強い存在になります。
　病院はまだ基本的なプラン作りの段階。
せっかく近くにできるのですから、日頃か
ら市民が立ち寄って何らかの関わりが持て
るようなものがあるとよいと思います。ま
た、この頃自分がどこで高齢期を過ごすの
かを考えるのですが、あと５年ぐらいした
ら大きな病院が歩いて行ける距離にできる
のだったら、なんとか自立して過ごせるの
かもしれない、と前向きな気持ちになりま
した。

　ベイタウンのお隣、ベイパークに新街区がオープンしました。すでに工事が進んでいる３街
区目に加え、小学校や市立病院など、若葉地区には建設計画が目白押しです。現時点でどのよ
うな予定になっているのでしょうか。　【小原】

　赤玉青玉公園に置かれていた、「誰でも
使えるテニスセット」が千葉市　中央・美
浜公園緑地事務所によって撤去されまし
た。
　このセットは 2018 年 10 月に、近隣に
住む K さんが子どもたちが元気に公園で
遊べるようにと、使えなくなったテニスラ
ケットとボールを２，３個置いたのがはじ
まりでした。面白いと思った人が使わなく
なったラケットやボールを寄付（といって
も無言でただ置いていくだけですが）し、
今ではラケット 8 本、ボール 40 個ほどが
いつも置いてありました。
　コロナ禍で自宅待機のあった昨年には、
セット置き場に「コロナに負けるな」文字
が書かれ、その頃からたくさんの小学生（主
に低学年）が集まり、思い思いに楽しんで
はきちんと置き場に返却し、誰もがトラブ
ルなどなく楽しんでいました。
　それが緑地事務所による「公園内に物を
置くことはできません」という一通の貼り
紙により撤去を命じられます。K さんは応
じることにし、現在はセットをまとめて近
くのベンチに「誰でもお持ち下さい」と書

いて、ラケットとボールを置いてありま
す。
　なんとかならないかとは思うのですが、
千葉市としても知った以上は管理規則上認
めることはできないのでしょうね。もちろ
ん声高に署名運動でもして、自治会から申
し入れでもすれば行政と喧嘩をしたあげく
「特例」として認められるということもあ
るかも知れません。しかし、善意で始まっ
た小さな試みを喧嘩の種にするのも芸のな
い話です。一番よいのはこれまで３年間の
ように千葉市が黙って「知らなかった」の
姿勢でいてくれることなんですが。難しい
のでしょうか。

緑地事務所　赤玉青玉公園のテニスセットを撤去
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つどいまなびつなぐ
ベイタウン・コア /公民館通信
電話：043-296-5100

わくわくおはなし会６月のおはなし会は完全入れ替え制の２回公演
日時：６月19日　土曜日
時間：1回目：10時から　2回目：11時から
プログラムは各回同じ内容、１回45分程度の完全入れ替え制
場所：ベイタウン・コア講習室
定員：各回16名（感染防止の観点から十分な距離を取らせて頂き
ます。マスク着用でご参加ください）
ご好評につき２回公演としました。感染症対策として、予約・定員
制となりますので、ご参加希望の方は下記メールアドレスにて、代
表者のお名前・ご参加人数（お子様の場合は年齢も）・ご希望の時
間を明記の上、お申込みください。年齢制限はありません。
皆さまに安心安全にご参加いただけるよう、細心の準備をして開催
させていただきます。
※最新情報はブログでご確認ください
ブログ更新中・見てね＊＊　http://blog.livedoor.jp/chibawaku/　＊
◆お申込み・お問合せ先　◆waku2book@gmail.com

わくわくおはなし会　

◇申込方法
打瀬公民館窓口または電話 043-296-5100
※感染状況により中止の場合があることをご承知ください。

●６月申し込みの主催講座～６月２日（水）９時受付開始
食育講習　～幼児のお弁当～
日時：６月 24 日（木）10：30 ～ 12：00
場所：打瀬公民館講習室
対象：幼児を持つ保護者
定員：先着 16 名
講師：美浜保健福祉センター健康課　管理栄養士

シニアもフラダンス
日時：７月１日（木）14：00 ～ 17：00
場所：打瀬公民館ホール
費用：無料
講師：フラダンスサークル講師
対象：65 歳以上のシニア（15 名）

第 201回ファツィオリの会

日時：6 月 27 日（日）午後 18：00 ～
場所：ベイタウン・コア音楽ホール
フルコンサートピアノ「ファツィオリ」の演奏やその他の楽器演奏をして
頂けます。ただし、今回もコロナウィルス感染拡大防止対策として、歌唱、
管楽器演奏は行えません。また入場人数の制限、演奏中も換気のためホー
ルドアを開放など新しい形での開催となります。担当者の指示に従って、
ご参加頂きますようお願い申し上げます。非公開でのご利用も受付けてお
ります。　
状況により中止の場合もあります。
申込締切：6 月 20 日（日）
申込先：erikuma0404@gmail.com （大熊）

ベイタウンニュースにチラシの挟み込み広告をしませんか。
　ベイタウンニュースは地域の住民がボランティアで発行していま
す。発行の費用はすべて地域の商店や企業のみなさまからの広告で
行われており、営利団体ではないので得られた広告費は全額ニュー
スの発行のために使用されます。
　チラシ挟み込みの広告費は１回50,000円です。毎月第１土曜日に
ベイタウンの全戸にピンポイントで配布されます。
　お気軽にご連絡ください。
TEL：043-211-6853、E-mail：mazmbtn@gmail.com（松村）

毎月9日はキュービックの日！『キュービッ
クマルシェ』
＜ 6 月＞ 6/12（土）、＜ 7 月＞ 7/10（土）
時間：11:00 ～ 16:00
いずれもコミュニティスペース絆にて。学校用
布製品も並びます！
イベント最新情報はキュービックカフェホーム
ページをご確認ください。

　イベント詳細・お問い合わせ：キュービックカフェ
https://www.cubic-cafe.com/

キュービックカフェ６月・７月のイベント・ワークショップ

6 月のベイタウンかふぇ　～なんとか今年の 3 回目～
　６月９日（水）13：30 ～ 16：00　かふぇ開店します。
　安心しておしゃべりできる場を少しでもご用
意したいという思いで、ウイルス感染予防対策
を徹底し準備しております。生のジャズピアノ
演奏を聴きながら午後のひと時をゆったりお過
ごしいただけたらうれしいです。

　問い合わせや、連絡等がありましたら、
うたせ認知症を考える会　中澤（TEL：043-211-0588）まで
どうぞ。
　追伸：当会のホームページからも問い合わせや連絡ができ
ます。「絆」での催しのお知らせなども掲載していますので、
ときおりチェックしてみて下さい。

●まん延防止等重点措置の延長に伴う対応について
　教育委員会より通知があり、以下の 2 点については、適用期
間を５月 31 日（予定）まで延長いたします。
（１）	 20 時以降は閉館します。
（２）	 アトリウムの開放を休止します。
　いろいろとご不便をおかけしますが、今後も安心・安全な利用
に、ご理解ご協力をお願いします。

●６月申し込みの主催講座～６月２日（水）９時受付開始
認知症予防関連講座
　知っておきたい「長寿の質を高めるヒケツ」
共催：千葉市社会福祉協議会　打瀬地区部会
日時：６月 17 日（木）14：00 ～ 16：00
場所：打瀬公民館ホール　定員：先着４０名
〈講座の部〉
①	「今もこれからも！元気で長生きするために」
	 東都大学理学療法学科　講師　中村　睦美　　
②	「今から動いても間に合います！コグニサイズで認知症予防」
	 東都大学理学療法学科　講師　吉松　竜貴　
〈体験の部〉　「座ってできるコグニサイズ体験」

寺子屋工作ランド

「紙笛」をつくろう
日時：6 月 26 日　土曜日　午前 9：30 ～ 11:30
場所：ベイタウン・コア工芸室
小さな工作用紙でかわいい笛ができます。色紙できれいにしあげま
す。
持ってくるもの：カッターナイフ、木工ボンド、えんぴつ、色紙
参加費：50円（保険料）


